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Biomass Utilization in Agricultural Sciences Forum Group

多糖資源は地球上の陸圏・水圏で大量に生産され
巨大な炭素循環フローを形成します。地域で農林水産
業などの副産物としても生産される多糖資源の高度
利用は持続的社会の構築にとって重要です。今回は、
その研究キャリアの大半を糖質資源を対象とした高度
利用研究に注いできた第一線の研究者に、草本系
資源由来の糖質を活用した「ものづくり」についてお
話しいただきます。

「草本資源由来の糖質を
 活用したバイオ素材開発」
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講義後に実地研修のガイ
ダンスを行います
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